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最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
「
オ
ワ
ハ
ラ

（
就
職
活
動
終
わ
れ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）」

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
①
他
社
へ
の
就
職
活
動
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
条
件
に
内
定
を
出
す

と
言
わ
れ
る
、
②
他
社
の
選
考
に
行
け
な

い
よ
う
に
、
面
接
や
研
修
を
設
定
さ
れ

る
、
③
内
定
を
辞
退
し
た
ら
訴
え
る
と
言

わ
れ
る
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
以
前
も
こ
の
よ
う
な
問
題
は
起
き
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
就
職
状
況
の
好
転
や

就
活
時
期
の
変
化
も
あ
り
、
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
？
　
就
職
課

に
は
、
就
活
中
の
専
大
生
か
ら
深
刻
な

「
オ
ワ
ハ
ラ
」
の
報
告
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
万
一
の
際
に
悩
む
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
こ

の
機
会
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
例
え
ば
、

「
内
定
誓
約
書
」
を

出
せ
と
言
わ
れ
、
こ

れ
に
サ
イ
ン
を
し
て

も
、
後
日
、
内
定
辞
退

を
す
る
こ
と
は
法
律
上
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
も
う
縁

が
な
く
な
る
の
だ
か
ら
な
ん
の
連
絡
も
い

ら
な
い
な
ど
と
気
軽
に
考
え
て
は
、
後
々

い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
ま
す
。

内
定
を
辞
退
す
る
と
き
に
は
、
電
話
で
事

前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
、
直
接
企
業

に
伺
い
、
丁
寧
に
お
わ
び
を
し
て
く
だ
さ

い
。
企
業
は
、
あ
な
た
が
今
後
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
面
接
を
繰
り

返
し
、
や
っ
と
内
定
を
出
し
た
の
で
す
か

ら
、
辞
退
す
る
際
に
は
あ
な
た
も
誠
意
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
丁
寧
に
事
情
を
説
明
す
れ
ば
、
企
業
も

理
解
し
て
く
れ
、
あ
な
た
自
身
も
嫌
な

思
い
を
し
な
く
て
す
み
ま
す
。「
オ
ワ
ハ

ラ
」
で
不
安
を
感
じ
た
り
、
困
っ
た
際
に

は
、
い
つ
で
も
就
職
課
に
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
で
は
な
く
、
就
職
課
が
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
齊
藤
公
男
）

「
オ
ワ
ハ
ラ
」っ
て
知
っ
て
ま
す
か

一
歩
先
の

英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

 

田
邉
祐
司
著

　
シ
ン
プ
ル
な
基
本
単
語
ほ

ど
、
実
は
多
様
な
意
味
を
持

ち
、
そ
の
用
法
も
多
岐
に
わ

た
る
。
同
じ
よ
う
に
シ
ン
プ

ル
な
基
本
動
詞
と
副
詞
や
前

置
詞
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
句

動
詞
も
英
文
に
彩
り
と
活
力

を
与
え
る
。

　
こ
う
し
た
多
義
語
と
句
動

詞
と
い
う
英
語
表
現
を
フ
ィ

ー
チ
ャ
ー
し
た
本
書
は
、

本
年
３
月
ま
で
４
年
間
に

わ
た
っ
て
週
刊
紙
「Asahi 

Weekly 

（
朝
日
ウ
イ
ー
ク
リ

ー
）」
に
連
載
さ
れ
た
内
容

を
書
籍
化
し
た
も
の
。

　
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
相
手
の

心
に
届
く
表
現
を
大
量
に
イ

ン
プ
ッ
ト
し
、
そ
れ
ら
の
意

味
や
用
法
を
理
解
し
た
上

で
、
自
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

て
み
る
と
い
う
「
英
文
上
達

の
カ
ギ
」
を
、
随
所
で
つ
か

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
研
究
社
・ 

１
４
０
０
円

＋
税
）

　
著
者
（
た
な
べ
・
ゆ
う

じ
）

文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
、
通
訳
入
門
。

　
大
学
院
商
学
研
究
科
と
東

京
信
用
保
証
協
会
共
催
の
第

12
回
公
開
講
座
「
中
小
企
業

の
国
際
戦
略
〜
新
興
国
・
途

上
国
市
場
開
拓
へ
の
挑
戦

〜
」
が
８
月
１
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

自
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
の

低
所
得
層
向
け
に
応
用
し
、

新
た
な
市
場
を
確
保
す
る

「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
テ

ー
マ
。
企
業
経
営
者
な
ど
約

70
人
が
、
先
行
事
例
を
も
と

に
将
来
性
や
課
題
に
つ
い
て

考
え
た
。

　
Ｂ
Ｏ
Ｐ
は
ベ
ー
ス
・
オ
ブ

・
ザ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
略
。
所
得
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
下
層
（
一
人
当
た

り
の
年
間
所
得
３
０
０
０
ド

ル
以
下
）
を
意
味
し
、
世
界

人
口
の
約
７
割
（
40
億
人
）

を
占
め
る
。

　
渡
辺
達
朗
研
究
科
長
（
商

学
部
教
授
）
は
、
日
本
の
中

小
企
業
の
海
外
展
開
と
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
・
展
望

に
つ
い
て
講
演
。「
企
業
が

持
続
的
に
利
益
を
上
げ
る
と

同
時
に
、
生
活
水
準
の
向
上

や
貧
困
の
削
減
な
ど
現
地
の

社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
の
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
説
明
。「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
の

人
を
雇
用
し
て
経
済
的
な
自

立
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
将

来
的
に
購
買
力
の
拡
大
が
期

待
で
き
る
」
と
意
義
を
説
い

た
。

　
日
本
ベ
ー
シ
ッ
ク
㈱
（
川

崎
市
）
代
表
取
締
役
の
勝
浦

雄
一
氏
は
、
電
力
・
燃
料
不

要
の
自
転
車
型
浄
水
装
置
を

核
と
し
た
歩
み
を
紹
介
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
浄
水
ビ
ジ

ネ
ス
を
拡
大
す
る
一
方
、
災

害
用
浄
水
器
と
し
て
国
内
外

に
販
路
を
広
げ
て
い
る
状
況

を
語
っ
た
。

　
後
半
の
パ
ネ
ル
討
論
で
は

企
業
の
海
外
事
業
に
詳
し
い

小
林
守
商
学
部
教
授
と
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
無
電
化
の
島
で

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及

を
目
指
す
㈱
未
来
思
考
（
横

浜
市
）
代
表
取
締
役
の
岩
坂

健
志
氏
も
加
わ
り
、
質
疑
応

答
を
展
開
。
資
金
面
で
の
工

夫
や
、
営
利
ビ
ジ
ネ
ス
と
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
相

違
点
、
国
内
の
過
疎
地
で
の

企
業
経
営
と
の
共
通
性
な
ど

が
議
論
さ
れ
た
。

商学研究科＆東京信用保証協会
公
開
講
座
ＢＯＰビジネスを展望

▲　４氏によるパネル討論

　
任
期
満
了
に
伴
う
３
学
部

の
学
部
長
改
選
が
各
学
部
教

授
会
で
行
わ
れ
、
法
学
部
長

の
白
藤
博
行
教
授
、
商
学
部

長
の
佐
々
木
重
人
教
授
、
ネ

３
学
部
長
再
任

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
の

江
原
淳
教
授
は
い
ず
れ
も
再

任
さ
れ
た
。

　
任
期
は
本
年
９
月
１
日
か

ら
２
年
間
。

高
校
生
の
司
書

就
業
体
験
実
施

　
高
大
連
携
協
定
校
の
高
校

生
を
対
象
と
し
た
「
司
書
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
本

館
で
実
施
さ
れ
た
。
生
徒
た

ち
は
就
業
体
験
を
通
し
、
司

書
業
務
の
難
し
さ
や
楽
し
さ

を
学
ん
だ
。

　
７
月
23
日
は
座
間
総
合
高

校
（
神
奈
川
県
）
の
生
徒
６

人
が
、
27
、
28
日
は
同
校
以

外
の
協
定
校
14
校
か
ら
希
望

者
12
人
が
参
加
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
最

初
に
図
書
館
の
職
員

か
ら
大
学
図
書
館
の

役
割
や
司
書
の
仕
事

な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
閲
覧
室
や

書
庫
な
ど
を
見
学
。

続
い
て
職
員
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
な
が
ら

受
け
入
れ
、
整
理
、

閲
覧
、
仮
製
本
の
４

業
務
を
体
験
し
た
。

閲
覧
業
務
で
は
カ
ウ

ン
タ
ー
に
座
り
、
本
や
資
料

の
貸
し
出
し
・
返
却
な
ど
の

作
業
を
、
利
用
者
を
相
手
に

し
っ
か
り
と
こ
な
し
た
。

▶
　
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を
体
験
す
る

座
間
総
合
高
校
の
生
徒

企
業
説
明
会
と

ガ

イ

ダ

ン

ス

　
長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
後
期
が
始
ま

り
ま
す
。
就
職
課
で
は
４
年

次
生
、
３
年
次
生
そ
れ
ぞ
れ

に
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
い

ま
す
。

▼
４
年
次
生
向
け

　
２
０
１
６
年
卒
業
予
定
者

の
就
職
活
動
は
、
企
業
の
選

考
開
始
か
ら
１
カ
月
半
が
経

過
。
こ
れ
か
ら
が
第
２
ラ
ウ

ン
ド
で
す
。
採
用
意
欲
の
高

就
職
課
か
ら

い
企
業
が
ま
だ
ま
だ
就
職
課

を
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
就
職
課
で
は
10
月
８
日

（
木
）
か
ら
「
学
内
企
業
説

明
会
in
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
再

開
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
話
を

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
時
間

と
参
加
企
業
一
覧
な
ど
詳
細

は
、
決
ま
り
次
第
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
お
よ
びS-net

で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
３
年
次
生
向
け

　
９
月
24
日（
木
）か
ら
「
第

２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を

実
施
し
ま
す
。郵
送（
コ
ナ
カ

の
割
引
券
付
き
は
が
き
）

や
、
ポ
ー
タ
ル
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
学
部
学
科
で

時
間
と
教
室
が
分
か
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

４
年
次
生
の
状
況
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
就
職
活
動
に
必
要

な
こ
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
出
席

す
れ
ば
必
ず
役
に
立
つ
！
　

ま
ず
は
「
第
２
回
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
へ
出
席
し
よ
う
。

　
全
国
の
私
立
大
学
図
書
館

で
つ
く
る
私
立
大
学
図
書
館

協
会
の
２
０
１
４
年
度
協
会

賞
に
、
本
学
の
「
阪さ

か

谷た
に

芳よ
し

郎ろ
う

関
係
書
簡
集
」（
芙
蓉
書
房

出
版
刊
）
が
選
ば
れ
、
８
月

27
日
表
彰
式
が
あ
っ
た
。
同

賞
は
１
９
６
６
年
に
始
ま

り
、
本
学
図
書
館
の
受
賞
は

初
め
て
。

　
書
簡
集
は
、
図
書
館
が
所

蔵
し
て
い
る
本
学
第
２
代
学

長
・
初
代
総
長
で
あ
る
阪
谷

芳
郎
（
１
８
６
３
｜
１
９
４

１
年
）
の
書
簡
群
を
解
読
、

活
字
化
し
た
も
の
。

　
阪
谷
は
大
蔵
省
に
勤
め
た

後
、
官
僚
出
身
初
の
大
蔵
大

臣
に
な
り
、
東
京
市
長
、
貴

族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
。
数

多
く
の
社
会
団
体
の
要
職
に

就
き
、
近
代
日
本
の
礎
を
築

い
た
。
ま
た
渋
沢
栄
一
と
姻

戚
関
係
に
あ
り
、
国
内
外
の

政
財
界
人
、
文
化
人
、
教
育

者
ら
と
多
彩
な
交
流
を
結
ん

だ
。

　
書
簡
集
に
収
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
１
８
８
４
年
か
ら

亡
く
な
る
ま
で
の
57
年
間

に
、
各
界
で
活
躍
す
る
４
２

０
余
人
か
ら
受
け
取
っ
た
１

３
６
５
通
。
図
書
館
特
別
書

庫
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
専
修
大
学
創
立
１
３

０
年
関
連
事
業
の
一
環
と
し

て
、
本
学
図
書
館
が
２
０
０

８
年
か
ら
整
理
と
解
読
を
行

っ
た
。

　
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
崩

し
字
や
癖
字
の
解
読
に
難

渋
。
そ
こ
で
学
内
外
の
専
門

家
や
研
究
者
に
も
協
力
を
得

な
が
ら
作
業
を
進
め
、
２
０

１
３
年
11
月
に
書
簡
集
を
刊

行
し
た
。
同
協
会
は
、「
書

簡
と
い
う
難
し
い
一
次
資
料

を
手
が
け
、
翻
刻
刊
行
を
行

っ
た
」
と
評
価
し
た
。

　
表
彰
式
で
木
幡
文
德
図
書

館
長（
法
学
部
教
授
）は
「
こ

の
翻
刻
が
研
究
者
に
広
く
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

阪
谷
芳
郎
関
係
書
簡
集

協
会
賞
を
受
賞

14
年
度 

私
大
図
書
館

▲　表彰式であいさつする

木幡図書館長

１
４
０
回
連
続 

公
開
講
演
会

 

法
学
部

　
法
学
部
は
、
２
０
１
９
年

の
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

を
記
念
し
、
５
年
間
に
わ
た

っ
て
１
４
０
回
連
続
公
開
講

演
会
を
開
催
す
る
。

　
法
学
部
、
法
科
大
学
院
の

教
員
や
各
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
本
学
卒
業
生
が
行
う

〝
知
の
発
信
〞
で
、
週
１
回

の
割
合
で
開
く
。
社
会
を
取

り
巻
く
現
代
的
な
諸
問
題
か

ら
理
論
的
問
題
ま
で
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
う
。

　
第
１
回
は
９
月

25
日

（
金
）、
田
村
理
教
授
（
憲

法
）
に
よ
る
「
憲
法
の
実
現

と
『
言
論
・
表
現
』
の
役
割

｜
『SEALDs

現
象
』
の
立
憲

主
義
的
意
義
を
考
え
る
｜
」。

▽
期
間

５
年
間
（
２
０
１

５
年
〜
２
０
１
９
年
）

▽
曜
日

毎
週
火
曜
日
か
金

曜
日
の
６
時
限
目
（
15
年
度

は
す
べ
て
金
曜
日
）

▽
時
間

18
時
15
分
〜
19
時

45
分

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
号
館
５
７
１
教
室

▽
定
員

各
２
０
０
人

　
※
２
回
以
降
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
模
擬
裁
判
体
験

「
法
廷
教
室
」
も

　
ま
た
、
10
月
に
は
模
擬
裁

判
を
体
験
で
き
る
「
あ
な
た

も
裁
判
官
に
な
っ
て
み
よ

う
」
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

法
廷
教
室
で
開
く
。

　
元
検
察
官
の
遠
藤
浩
一
法

科
大
学
院
客
員
教
授
が
講
師

を
務
め
、
同
教
授
が
担
当
し

て
い
る
授
業
「
専
門
総
合
科

目
Ｉ
　
模
擬
裁
判
」
の
受
講

生
が
、
裁
判
は
ど
の
よ
う
に

運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
演

じ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
白
藤
博
行
法
学
部
長
、
飯

考
行
法
学
部
准
教
授
。

▽
日
時

10
月
10
日
（
土
）

13
時
〜
16
時

「
神
田
鳳

祭
」
開
催
中
に
実
施

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
地
下
１
階
法
廷
教
室

▽
定
員

70
人

　
　
　
　
　
◇

　
い
ず
れ
も
、
学
内
外
を
問

わ
ず
参
加
歓
迎
。
入
場
無

料
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。

問
い
合
わ
せ
は
神
田
教
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
５
８
４
３

訃
　
　
報

　
髙
橋
忠
次
郎
氏
（
た
か
は

し
・
ち
ゅ
う
じ
ろ
う
）
名
誉

教
授
・
元
法
学
部
教
授

　
８
月
10
日
、
94
歳
で
死

去
。
１
９
５
２
年
か
ら
１
９

９
２
年
ま
で
在
職
。
学
生
部

長
、
法
学
部
長
な
ど
を
務
め

た
。
主
な
担
当
は
「
親
族
法

相
続
法
」。

▼


